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東亜袖丈協會観測部月報

　　　　　　　　　　黄道光二月　報
　　　　　　　　　　　く　1955年7，8，9月分の報告）

　新観測者の紹介

　　　重　　　村　　　　二二　　　　山ロ縣長府町先八幡

9月より新しく黄道二親測を開始されました。淺野幹事の懇切なる御指導

によって，第一回の観測から堂々たるものである．今後の御活躍を期待しま

す．何卒課員諸氏には御交情を回ります．

　観測者及び観測数

氏　　名　　　　L灘測 地剛・　刀1番 麟H照（・刀）庵號

廣瀬永治郎 1麟美言
27，28．　1114－1】ろ　　　　　i

26，29，30， 47－49

宇野頁雄 京都市紫野 9　　　　　　　　　　i　　36

淺野英之助 廣　島　縣
1，・脚獄・・踊・

重村力 山ロ縣長府町 Ei2S　　l　1
中　野　繁 大分縣中淺市 i7　　115

　Z旦　東西爾天とも夏眠期とでも云ふのか，一般に見難く一・個の二二も得

られなかった事は残念である．

　盟．西天は7月に績いて，省一暦銀河などのため見得す．東天は追ミと秋

の絶好期の先騙として見やすくなって來たのであるが，相憎と月のない暗夜

頃を降雨のために妨げられ，只京都の宇野氏が滋賀縣雄松崎（琵琶湖西畔）で

キャンプ生活中に得られた一個があるのみである．Geminiの銀河を背景に

圓みを帯び，梢ミ地’ド線へ傾いて居る．明るさは駅者座中の銀河の3倍，頂

鮎より梢ミ離れてBandが黄道に滑ってみる．

　塑．宵西天は谷ミ條件悪く見目し，東天は本格的シ1ズンを迎へて見や

すく，日濠同時槻測の第一期であると云ふ課で，全課員手ぐすねびいて待機

して7pた．然るに9月一ぱい時なら繊大雨が連績的に襲って各地共三物不能



60　　　　　　　　　　　　東亜天丈協會槻測部月報　　　　　　　　　　天界’176

の歌誌で，只々天を見上げて溜息をつくばかり，月末近く26日頃より天候は

鼻歌に縛じて來た．このときとばかり頑張つた課である．

　「1濠同時観測として3時00分に行った襯測は，淺野氏の27，28，30の3曉と

廣瀬の27，28の2曉で都合5個である．爾ミ時聞が早V・ためか明るさは爾者

共に駅者銀河の1倍牛程で淺野氏はGeminiの星附近に二二を見て，　Chncer

を背景にBandはなく・廣瀬はGemini・Cancerを背景にして，封日照まで

績く．Bandあり大きく見てみる，

　中野氏は月初めにて頂貼をプレヤデス附近に見る様なのびた大きなもので

重村氏はCancerの西端に頂鮎がある．明るさは前者は駅亭銀河の1．5倍，後

者が一角獣銀河の2倍，淺野氏の他のものはLeo，　Cancer，　Geminiに亙った

もので，明るさは一角獣銀河の2倍，爾詳細は課報にて磯表の豫定．

　封日照

　廣瀬が9月に3同見て居るのみ，魚座を背景印吐血0。一10。を中心に，梢擶

圓形に見てみる．明るさは白鳥銀河より梢淡く割合に明るく感じた．

　今12月は日濠同時観測の第二期が開始されるときである．振って會員諸氏

の御詠測と御後援を願ひます．爾時刻は次の様であります．

　　　　　　　　　　　　　（朝）　　　　　　　（タ）

　　　　　　　　　　　　日　　濠　　　　　H　　濠
　　12月7厩　一1月4日　2h　35m　3h　35m　　　　19h　50m　20b　50皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　廣瀬永治郎

遊星丈六報告10月（1955）
．概況一天候は良好であったが

seeingは不良，スケッチは盛ん

ど集iまらなかった．

　土星一別に目新しい攣化はなし，

星名前　田木邊　計
LEk一一一si一一：一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　1935年度接近の火星観測に付いて10，11月の二圃に簡軍な報告を磯表した

が，之の代表的な圖を40枚爲眞にした．原圓に濃淡が強く，甚だ不揃のもの

になったが，大払我々で描いた圖の概略を知る事が嵩來よう．19番の渡邊氏

めは原品には相當多く模様が描かれて居るが，複爲で面白くなり，印刷して
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嘱不明瞭になった・火星齢實際見たli］i’a）・感じ「は28羅紙の圖が最も

よく表現されて居る様である獅圃は「卜喚搬。。より順に並べたが湘當

似る事：は御分りになると思ふ・特に1，3・38・39・40番及9，10番等は誰しも首

肯出職よう・スケッチの簡覧な設明は次表の通りである・（ロ絶参照）

　　　　　　　観測者スケッチNo，
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縫
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縫
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縮
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　　　　　　饗光星課報告く33）

　　　　　　　　倉敷　小山秋雄
1955年10月中の観測報告敏

氏
名

木
邊
成
麿

今
津
　
績

加沓
藤掛
孝七
一ド

伊
達
英
太
郎

笹
部
榮
一

高
井
博
典

佃1鈴小
器i窒匿 合

計

葎
部
守
子

勝
浦
茂
雄

安
武
研
二

葎
三
三

西
井
宗
一

西
川
英
男

井
澤
正
男

顯1・i・・1・122国・・1・1…56「1・1・sl・6・・】・・

騰142團・・1・31・5・「12571…7i・圃166「・｝・2・団122・

　案にたがわす本月は千二百を突破する躍進振りを示した・木耳氏の襯測が驚異的な

歎に上ってみる・

　　　　　　　　　1935年度観測数累計（22）一（33）

】
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1
1
1
1
1
】
1
1
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2
2
2
2
2
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観測者　観測地

市
縣
市
市
縣
縣
ル
市
市
市
市
市
堺
市
市
市
市
市
市
壬
申
市
市
縣
市

日
鹿
討
都
野
異
都
響
昨
冬
阪
町
上
十
号
中
川
門
戸
岡
三

大
憲
大
京
長
愛
ブ
京
大
横
上
京
兵
大
京
大
名
大
羽
香
大
網
福
大
神

績
麿
一
郎
当
課
雄
典
一
茂
郎
郎
郎
男
三
男
一
男
男
秋
一
逡
二
夫
子

民
訴
鰹
転
轍
槽
繋
断
物
泰
細
編
鉾
綜
部
韓

今
木
加
西
沓
木
勝
高
笹
森
宮
西
伊
西
佃
鈴
小
井
松
森
西
田
安
渡
崔

器 械（糎） 報告回数1観測数

8・5反，双，肉

25．5反，1反，3屈，肉
6屈　，双

」3反，肉

10屈，25屈，肉

」堀、双

双，肉

11反

丁1反

双・肉

肉

肉

11：5反，　4屈，　双

重5反，　3屈，　双，　肉

6鳳2屈，
8反，3屈，双，肉

3屈，双，肉

双，肉

筆

双，肉

3屈，肉

2δ反，15屈

双，肉

8反

15屈，7屈

2
2
2
2
2
3
4
2
2
4
1
］
7
9
1
7
0
5
3
1
9
5
5
1
2
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3
6
9
7
2
8
9
3
2
2
6
1
0
9
6
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2
0
9
9
0
9
1
9

2
1
1
2
6
6
3
］
1
6
9
　
2

1
2
3
5
8
　
　
　
5
4

【合計　94・・
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累年尊号光星報告敦

年　次　　槻測者数 観測籔

1928年i　7
E9291　6

322

P056

1930　1　　2 409
1

1931　　｛　　　　2 工31

1934　　1　　10 2268
1935　i　25　　　　1

9410

　●天界164號の績きであるが，累計して見

て，一一es近い数に一驚した・かくの如き藪は

本邦の攣光星三日者の二丁としても未曾有

の事で，その原因としては．木邊氏が筆頭に

今津・　カ山導・　沓圭跡・　高音K，　鈴木・　ノr1、1等箋，　西チト，

崔部諸氏の熱心な観測．叉課轍の定期的螢行

が数へられるが，…時的なものとしてヘルク

レス座新星の串現の影響は見逃されない・

（花山で見える）掩蔽豫報（昭和＋一年一月）

星　　名 1二級i 潜λ時刻
　　　　　　　　　ip位置角　出現時刻 1位置角 月　　齢

l　　ll　　　　l

11　時　分
1　日　時　分

日
1 o o

47B　Arietis 6．5

@　1 3，18：32 38，3．20・21 249 8．3

ζ亘　Cancri 翫11 10，　4：30

78i10，5，31　1

218 15．3

O　　Leonis 3．8 11，22：12
　　i
Q10i11・23・14 310 16．3

i

50B㎞P…i 6．4 20，　3：40
143120．4・47　　I　　　　　　i 338

@　F

25．3

　01936年度の天文年鑑編纂中，去八月の水害のため掩蔽同報の原稿は流

失に會ひ，明年の天文年鑑には酒酔は爽表されてみない．從って，本誌上に

のみ毎月その翌月分を獲表することにした．

　○微光星掩蔽の槻測の出來る：方は御希望にて御申込次第，毎月別に豫報を

御通知致します．　　　　　　　　　　　　　　　　　　掩蔽課

　　　　　　　　　責道光課員へお願ひ11

◎観測は成可く翌月の10日頃までに廣瀬永治郎（岐阜縣美濃町）三二二二下

　さV・．

◎一般會員にて課報御入用の方は邊料2銭同封の上御申越下さい

⑥観測用星卜占用紙は廣瀬宛御申込み下さい．
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（1935年イー月）黒畏占ホ目皿寸婁虻幸浸至…・課陽太

淺水稻服菊下
保
（
札
幌
市
盤
雫
町
）

地
（
岩
手
二
水
紫
野
）

部
（
東
京
市
大
森
匿
）

垣
（
東
京
市
芝
医
）

谷
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京
市
本
郷
匠
）

居
（
横
濱
保
土
谷
匠
）

森
久
保
（
紳
奈
川
縣
及
川
）

佐胴木尾小至大清
水
（
静
岡
黒
船
田
町
）

石
（
静
岡
縣
吉
永
村
）

掛
（
長
野
縣
青
木
村
）

澤
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名
古
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市
日
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）

崎
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宇
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山
田
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）
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滋
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縣
畑
鼠
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下
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々
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岡
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範
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大
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縣
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築
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潜
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86　，，

89
95
84
87

族未
7‘5

74
40
　0

33
38
63
80

・，欠

　　曇

　　　り

　　78

　102

9910δ108　欠117
贔10］、

陰雨91107
86104

未　 95102109
　　　　　　9，　2　102

90着着
エ04
130r

tO7
111
117
122
192
．曇

加
工．

　！t

雨
41
33
27
23

81
46

雨
曇
tp

．gs

42
72

血
肥

）：

64
13

？
雨
or　9

86
9．4

暴
黙

！：

72
27

曇
fv

“re

63
81
99

晶
芒欧

　

94
88
92
78
72

曇
11

曇
45
99
84

晶
晶

・・欠116
欠140121144
曇欠］62103

120二1ユ3五ブ9147
125　131　128　116

96
83
88

凹
む37
43
45
32
31
27

39101
　　　忙

72　96
87　91
90工21

吊
」贈

：7

74
40
30
25
10r

9．8

38
67
61
37
0rf　2

0．alt

99
76
97
88

雨
54
43
47
30
24

）e

1｝

り

81

欠

曇
36
、曇

　o

曇
，，

欠
番

，，

！7

欠
！1

62

欠
t1

7e
61
49
37
．曇

欠
W

贔
7）

）1

曇
雨
71
72

欠
56
49，

鼻
L爾
eJ

t1

11

欠
曇
cc

79113
晶　暴
ロほ　　ヨ　
90　，，

9297
92106
99114
96
48
12

　0

贔
ロ59
80
72
，贔

S5
76
50
　b

雨
16
69，

sg

曇
．　6‘2124

97
86
欠

69

昂
隔贈

et

59
73
82

雨
36

墨
宅碑

11

雨
50
48
76

雨

曇

欠欠
密議
雨95
60　晶
54　84

欠1！0

雨曇
／t　116

）e

Jf

8S
．08

63100　55115
旋
1）

lt

）7

：7

4工

82］

77

贔～
鳶

？
orO

45108
78　88
・呈・99

，，　／01

欠
：1

11

　1

雨
欠
b－ r

欠
66
87

s．g

82
曇
　o

曇
56

忙
7T

lf

ll

欠
雨
欠

！：

け

90

欠
、曇

，，

　o

雨
曇

，，

｝ラ

lf

雨
欠108142　　，・　病129108　　・，　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　欠13910491　135

81工、06

9311；｝
les　1・L，1　12　9，　132

74
87
79

欠
IJ

11

，g6

49．

36
22

72　94
83　81
90102
82　101

県
ヒみ
51
44
32
29
24

雨
6S
43
29
40
25

欠102144
墨　具128
ロヰ　　　エぜ

方蒋108159
　　　欠139

88　，，ユ00

）7

雨
33
34
32
31
27

族　”

リ　　　　リヲ

　　エ12

晶
誌
欠
」｝

t7

11

77
80r

80

暴

雨
48
37
35
15

・・84病
67140

霧
雨
72

曇
8tt

欠
8，2

欠
12
11

雨
曇
高

曇
le

雨
1：

74

欠

t7　rf
9，　8　136　108151

柁
，，

31
36

暴
の24
】8

欠
22
14

曇
86
94
86
晶
お38
41
3エ

27
26

83
86

欠

79
87
90

．　107

曇
雨
欠
7）

）7

23

雨
り

29
40
41
26

83

雨
曇
忙
80

振
86

晶
努

欠
雨
38

欠
曇

）e

雨
f7

忙
旋

91108
雨　雨
85104

8｛）　101

、墨101

雨102
6480　晶
659292
75病89757776
築　恐　75
　　　コおアぱ242747
0　0　G
雨雨曇
　　　43欠　　　　　　雨

5274
699S　82
量器77
，，104109

雨

7e
89
96
79，

73
42
13
12
44

曇103
83
79
8
9
，

　　　雨　雨117

91152　85106
65110　76

欠102125115
69，

62
60

欠
64

曇
雨
22
17
19
13

69130
60　95
71JILt

欠117
71

曇
雨
34
29
欠
24

忙
9
二
四
52
43
35
39

99
63
77
77
89

曇
雨
35

曇
30
25

雨
lt

9
9
，

63，

81
69
67
45

雨
）r

忙
s）

｝｝

観
測
者
（
観
測
地
）

罐
轟
．

19　21　28　24　9　15　27　‘26　lo一・’　IO　2｛1　14　21　7　15　19．　20　23　21　24

67　76　91　gl　47　69　70　85　58　71　86　49　80　71　5C　51　61　83　72　76

25

u
7
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
子
忌
ー
ユ
ー
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3

日置

均

大阪の五十川氏の御1報告はよろこばしい．

また藪ケ月以前より報告を寄せられてみた大石氏の観測を

本月から狡表iすることにしました・

尚，水澤の山崎氏に代って菊地氏Vv御報告があIVました・
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